
トレーニングを兼ね､ 濁河温泉から御嶽山（摩利支天）を狙おう｡ 夜からの雨は朝になってもしとしと｡
気がすすまないが、別の一行が登山口に到着したのをきっかけに､その気になった｡
立派なつり橋を渡って､ しばらく草木谷を下に見る。 『ゴーッ』 という川音が心地よい。 登山道も小

川の様相､ なおかつご丁寧に木を敷き詰めてあるので､ スリップしないよう慎重に｡
暫くだらだら坂が、だら だら だら だら だら だら､つるっ､ だら だら だら だら．．．我慢を重ねて行くと、

<湯の花峠>の道標が目に留まり、一旦荷をおろす。バナナを食らい、再びだらだら坂を行く．．．だら
だら だら だら だら．．．。
<お助け水>の道標が目に入り、休憩を入れる｡ 付近を探索したが､ 水場らしきものは見当たらな

かった｡ このあたりから登山道に中程度の石がころがりはじめる。 飛び石にして登ると退屈しのぎにな
る｡
8合目を過ぎると森林限界､ 這い松が現れはじめる｡ 風当たりも強くなる｡ 斜面をトラバース気味に

切って飛騨頂上､ 五の池小屋の目の前に出た｡
雨具の中も汗の嵐なので､ 小屋で飲み物を買い、着替えさせてもらう｡ 若い衆が今日からの登山客

を迎える準備に忙しい。
バナナをチャージして小屋を出る。 2～30mは視界が利くので、ゆっくり摩利支天に向かうことにした。

岩稜帯を行って摩利支天を独り占めに。
小屋への戻り、 『バタバタッ』 夏色の雷鳥だ。御嶽でお目にかかるとは思っていなかった。 遠くで

『ピィピィ』 声もする。親が前面に出て、敵の気を引いているのか 『ズルッ』 とコケたりしている。 相当
な役者だ、追いかけていれば今頃は奈落の底か。
下山して雨具を畳んでいると、薄日が差してきた。
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コースタイム（天候：天気図記号）
07月17(金)雨
22:00 濁河温泉
23:00 就寝

07月18(土)雨
07:00 起床
07:30 登山口発
10:30 五の池小屋
11:00 小屋発
11:40 摩利支天
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天候は恵まれなかったが自分なりの練習ができたと思う。濁河温泉が結構でした。
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